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研究成果の概要（和文）：獣医学分野の人材の国際的な活躍が望まれる中、獣医学生への英語教育カリキュラム
提案のための基礎研究を行った。1) 獣医学科学生を対象とする質問紙・インタビューを用いたニーズ分析を行
うともに、2) 獣医学分野の英語で書かれた言語資料の収集と獣医学関係の一般向け科学記事の特徴語の抽出・
分析とそれに基づく教材作成の方向性について考察した。１）では6年間の在学期間で学生の英語環境が変わる
実態を踏まえた英語カリキュラムの必要性が示唆された。また2)では、基礎レベルの獣医学必要語彙の方向性が
示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research project was conducted to propose basic viewpoints when 
creating an English curriculum for veterinary students, as more internationally-informed veterinary 
graduates are expected to play important roles in many sectors of Japan and the international 
society. We mainly (1) conducted a needs analysis using questionnaires and interviews mainly with 
undergraduate students of veterinary sciences at a national university in Japan, and (2) analyzed a 
corpus of semi-popularization articles related to veterinarians and veterinary sciences using the 
methodology of corpus linguistics. In Study (1) we found the English needs of veterinary 
undergraduates changing greatly as they progress the 6-year curriculum of special education, which 
we conclude should be considered when creating an English curriculum for university-level veterinary
 students. In Study (2), we proposed basic considerations on vocabulary learning for first and 
second-year veterinary undergraduate students. 
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国際的活躍が求められる獣医学分野の人材養成に資するために英語カリキュラムの作成の方向性に関する提言を
行った。獣医学科学生への2種の方法によるニーズ調査、及び学部レベルの英語教材で使用される獣医学分野に
関連する英語記事の特徴語の分析を行った。これら獣医学生への質問紙・聴き取り調査と獣医学分野に関連する
語彙の分析をもとに、英語カリキュラムに必要な要素について提言を行うとともに、大学レベルのEnglish for 
Specific Purposes (ESP)の特殊性（specificity）のあり方について考察を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) グローバル化により感染症の危険性がかつてなく高まり、実用的語学力と地球規模の視点を
備えた国際的獣医人材の養成が社会にとって急務であったが、獣医学生の包括的にニーズを捉
えた研究及びそのような知見に基づいた英語教育モデルは提示されていなかった。 
 
(2) 大学レベルでの English for Specific Purposes (ESP, 特定の目的のための英語)において、
学習者の “Specificity（特殊性 / 専門性）”をどこまで英語教育に取り入れるかという問題は、
様々な立場がある（Hyland, 2002; Hyland & Tse, 2007; Basturkmen, 2005）。獣医学は独自の
6 年制のカリキュラムを持ちつつ、医学や、畜産・水産を含む農学とも関連がある。また日本全
国の獣医学生数は 1 学年 1,000 人ほどで医学生数の 1 割ほどの小さい集団であり、大学の人的
資源を、獣医学生に特化した英語教育カリキュラムにあてられるかは、経営面での課題も影響す
る。それらを総合的に踏まえた上での獣医学生向けの英語教育カリキュラム論はなかった。 
 
２．研究の目的 
(1) 獣医学の学生が、専門分野の知識・技術を活かしつつ国際社会で貢献できる意義ある英語教
育カリキュラム案とはどのようなものかを考えるにあたり、獣医学生自身のニーズを明らかに
する。 
 
(2) 学部生レベルにおいて、学生がどのようなジャンルや語彙に触れているのかを明らかにし、
専門性の高い分野でのジャンル・語彙学習支援のあり方についての示唆を得る。 
 
(3) (1)(2)の結果から、獣医学生の英語カリキュラムのあり方について ESP の観点から検討を加
える。 
 
３．研究の方法 
(1) 地方の国立大学である A大学農学部の獣医学科の学生 1～6年生に、質問紙調査とインタビ
ュー調査を行うことにより獣医学生のニーズ分析を行った。質問紙調査においては、(a) 現在考
える卒業後の進路、(b) 授業に関する英語学習経験、(c) 受けてよかった/受けたい授業、(d) 
使用して欲しい英語授業教材、(e) 身に着けたい英語スキル、(f) 現在の英語力、(g) 英語科目
への要望を尋ねた。調査によって得られたデータを、学年ごとに集計し、6年間のカリキュラム
の中で、どのような英語ニーズがあるかを分析した。 
 
(2) A 大学の獣医学科生 6年生 7名に、インタビュー調査を行った。それぞれ約 1時間の半構造
化インタビューを行い、事前に用意した質問項目として、(i) 大学生の英語のニーズ、(ii) 獣
医師の英語のニーズ、(iii) 学習方法（学習履歴）、(iv) 自主学習、(v) 卒業後について、(vi) 
A 大学の英語カリキュラムおよび課外活動について尋ねた。そのデータに対して質的内容分析を
行った。 
 
(3) 学部生レベルの獣医学生の必要語彙調査では、山本・レイヴィン（2019）で作成した 100 万
語の農学英文記事コーパスデータから獣医学分野キーワードを取り出し、その中でも獣医学分
野のみに顕著に使用される語彙の分析を行った。そのことにより、農学部の共通英語カリキュラ
ムで漏れがちな語彙グループの特定を試みた。 
 
４．研究成果 
(1) 質問紙調査の結果から得られた知見 
① 将来の職業としての獣医師志望の高さ 
卒業後の進路について、「小動物獣医師」など
の下位分類も含め「獣医師」とした回答は全
回答 78 件の 61.5%（48 件）を占めた。臨床
獣医師以外で公務員（12件）が比較的多かっ
た。当然のことではあるが、「獣医師」を志望
する学生が多く、臨床に携わらない形でも専
門知識やスキルを活かす「公務員」が次に多
く、その他、専門を続ける「研究職」、国際的
な活躍を目指す「国際機関」の志望が見られ
た。 
 
② 「獣医（学）に関する教材」への高い要望 
使用してほしい英語授業教材に関して、全体で 46 名（80.7%）の学生が「獣医（学）に関する教
材」と答えた。一方、専門的に獣医学と関連が深いと言われる「医学に関する教材」への希望は、

 
図 1. 英語の授業で使用してほしい教材 



必ずしも多くなかった（図 1）。 
③ 「獣医学分野の論文が読める読解力」を身につけることの希望 
身につけたい英語スキルに関して、「獣医学分野の論文が読める読解力」とした回答全体で 45 名
（78.9％）おり、際立っていた。次に多かった「一般的な内容についてコミュニケーションが取
れる会話力」や「獣医の学会や講演会でスピーカーとして話す力」、「研究室（海外含む）で英語
で意思疎通できる力」は、比較的高学年の学生が多く選んだ。この背景には、4年次から所属す
る研究室での研究活動や留学生との交流などが影響していると推測された。 
 
(2) インタビュー調査の結果から得られた知見 
① 卒業後の英語使用・在学中の専門科目・基礎教育課程での英語使用（見込）の少なさ 
卒業後については、参加者はほぼ一様に、一般論として獣医学科卒業生の英語使用機会は少ない
と認識していた。しかし「学会に参加すれば必要なこともある」、「獣医の国際免許が取りたくな
った時」、「都会の動物病院では英語が必要。オーナーが外国人だと英語が必要。でも、就職内定
先の地方では必要ない」、「（英語を使用する機会が）あるとすれば研究職の場合」「欧米の治療を
知りたい人（は必要）」「大学院、協力隊は使うだろう」など、個別での英語ニーズはあり得ると
の回答だった。また、専門科目の講義で英語が使われることはほぼないという回答だった。 
多くの獣医学生にとって 4 年生で研究室に入るまでは、大学内での英語の必要性は低いと認識
されていた。 
② 専門英語に触れる場としての研究室 
獣医学生は 4年生からの 3年間を研究室に所属して過ごす。「基礎系」の研究室では英語の論文
を読むことになり、その量と難しさにショックに近い経験をする人が多かった。「多く見積もっ
て、30～40 くらいの論文。文字の羅列に拒否反応がでた。（その克服は、）１年越しだった」、「ど
こから読んでいいのか分からなかった」、「始めは構成が理解できなかった。IMRD の関係が。論
文の中に書かれている予備実験がどのような位置づけなのか、わかっていなかった」など、多く
の回答が研究室に入るときに英語の準備ができていなかったことを示唆していた。また参加者
はそのショックをそれぞれの方法で乗り越えていた。また、研究室で行われるゼミをすべて英語
で行うところもあれば、また多くの研究室に留学生がおり、共通語としての英語の使用が必要な
ケースが多かった。また学会発表を学部生が行うゼミも少なくなく、そのうち英語でなされるも
のもあった。また論文を英語で書くゼミも複数あった。 
③ 英語学習のターニングポイントの経験 
インタビュー調査参加者の多くは高度な自律性を身につけた英語学習者であったが、長い英語
学習の過程の中で、それぞれが英語学習のターニングポイントとも言えるような経験をしてい
た。「留学生とのやり取りを重ねるなかで、研究室に入って半年くらいたったころ、「（自分は）
英語で世界とつながれるな」と思ったという参加者もいれば、研究室に入る前の基礎教育課程で
の海外旅行やフィリピン語学研修、ベトナム研修などで手ごたえを感じたり、思いのほかテスト
の点数が伸びなかったのを奮起の材料にしたりした人もいた。必ずしも英語教育カリキュラム
に収まらない「体験」が自律学習者に至る過程で重要な役割を果たしている可能性が示唆された。 
④ 語彙教材の必要性 
受けたかった授業として、参加者は語彙やリーディング、スピーキングの力を伸ばす授業をもっ
と受けたかったと回答した。特に語彙面での教材へのニーズが高かった。「動物の名前の単語集
があると便利」、「病理学解剖実習の時に、臓器の英語版があるとよい」、「専門語彙をする必要が
ある」、「3年生ぐらいで、どのゼミでも共通するような biology で使用されるような英単語に
触れておくとよかったかもしれない」、「ゼミ（専門）によって、専門語彙が全く異なる。例えば
病名やホルモンの名前など表現の違いを学んでおくとよい」などの指摘があった。 
 
(3) 学部生レベルの必要語彙調査から得られた知見 
農学基本語彙のうち、獣医学分野のみで生じるキーワードには、動物の種・属レベルの分類名、
解剖学や発生学、感染病の関連語彙が多く見られた。既存の農学部全体向けの英語カリキュラム
では、これらの語が相対的に十分カバーされない可能性も示唆された。 
 
(4) 大学レベルの獣医学英語カリキュラムについての考察 
獣医学生の 6年間という学修期間の長さや卒業後の進路の特徴、学生の学問分野・専門分野とし
ての獣医学への関心の高さから、専門課程の内容と関連した ESP カリキュラムの妥当性が示唆
された。加えて、4年次からの研究室配属を境に劇的に変わる英語環境への支援や、専門語彙リ
ストなどの具体的な教育・教材の必要性が明らかになった。また、6年間という長さをかけて英
語の自律的学習者を育成するためには、基礎教育課程での体験型語学学習の有効であること、そ
して、随時アクセスできる語学学習リソースの必要性が示唆された。 
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